
今
回
の
特
集
は
今
年
度
、
体
育

祭
実
行
委
員
長
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
た
寺
田
伸
太
郎
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
１
．
体
育
祭
を
終
え
て
ど
う
で

し
た
か
？

Ａ
１
．
今
年
の
体
育
祭
は
問
題
な

く
終
わ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
み
ん

な
が
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
た
の
で
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
２
．
今
年
の
体
育
祭
を
振
り
返

り
、
良
か
っ
た
点
と
悪
か
っ
た
点
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
２
．
良
か
っ
た
点
は
各
色
の
団
長

が
し
っ
か
り
と
ま
と
め
て
く
れ
た
こ

と
、
悪
か
っ
た
点
は
チ
ー
ム
決
め
が

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
、
運
営

側
の
秘
密
事
項
が
一
部
漏
え
い
し

て
い
た
こ
と
。
ま
た
、
今
年
の
準
備

期
間
は
雨
の
降
る

こ
と
も
な
か
っ
た
の

で
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
３
．
体
育
祭
期

間
中
に
生
徒
会

が
し
た
活
動
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ
３
．
生
徒
の
活

動
風
景
な
ど
を
撮

影
、
体
育
祭
当
日

の
デ
コ
レ
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
収
、
開
票
作
業

な
ど
で
す
。

Ｑ
４
．
こ
れ
か
ら
体
育
祭
を
引
っ
張

っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
高1

、
中
学
生

に
向
け
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
４
．
ど
ん
な
行
事
に
も
ガ
チ
れ
！

ガ
チ
っ
た
ら
何
で
も
楽
し
く
な
る
！

寺
田
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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開会式で挨拶をする実行委員長

ど
ん
な
行
事
に
も
ガ
チ
れ
！

特集２ 京セラドーム大阪！
⻄⼤和の体育祭はみなさんご存じ「京セラドーム⼤阪」で⾏われます。京セラドーム⼤阪に体育祭以外でも⾏ったことのある⼈は多

いのではないでしょうか。僕はすでに２回野球観戦で⾏ってきました。あと２回ぐらい試合観に⾏きたいなぁ・・・。（笑）京セラドー

ム大阪では野球以外にもコンサートやイベントで使われています。 Kis-My-Ft2が７月にコンサートやるみたいですね。他にも草野球を

やるもよし、展⽰会や⾒本市を開くもよし、式典や集会をするもよし、いろいろな利⽤⽅法があります。

このドームがオープンしたのは１９９７年の３⽉１⽇です。最⼤で５５０００⼈を収容することが出来ます。両翼が１００メートル、

中堅が１２２メートル、屋根の⾼さは６０メートルと⾮常に⼤きいです。また外観は総延⻑100mのエスカレーターやシースルーエレベ

ーターの設置により、賑わい感を創出するとともに、周囲に圧迫感を感じさせない躍動感溢れる外観にしています。（HP参照）

今は「京セラドーム大阪」という名前ですが元々は「大阪ドーム」だったことは知っていますか？大阪市が大阪近鉄バファローズを誘

致してその本拠地として「大阪ドーム」が作られました。ドーム内でのイベントの無い日でも商業施設として機能できるようにショッピ

ングモールやアミューズメント施設を作って営業していました。しかし、イベントがない日には来場者がほとんど無く、またバファロー

ズの観客動員もあまり良くなく、コンサートの利⽤数も振るわずと⾚字が続きました。経営破綻しかけていたわけです。そこでドーム内

に広告を出している京セラに施設命名権の売却を申し入れました。「施設命名権」とは読んで字のごとく施設に名前を付ける権利です。

この申し入れを受けた京セラが名前を今の「京セラドーム大阪」に変更しました。当初はただ単に「京セラドーム」とする予定だったが、

大阪の名を残してほしいという要望が多かったため後ろに大阪とつけたそうです。

と、調べたらちょっと面白い（？）話が出てきました。こういう施設のって普段あまり知りませんよね。でも調べてみるとなかなか面

⽩いものですね。ぜひみなさんも京セラドーム⼤阪をもっともっと利⽤してみてください。

全力疾走！
広大な会場を借り切る



先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

中
学
第
２
学
年

英
語
科

井
上
大
輝
先
生

Ｑ
１

仲
の
い
い
・
よ
く
話
す
先

生
は
？

―
光
永
先
生
（
高
等
部
高
１
）
、
高

崎
先
生
（
中
等
部
高
１
）

Ｑ
２

趣
味
に
つ
い
て
教
え
て
下

さ
い

―
羽
衣
チ
ョ
ー
ク
集
め
（
も
う
作
ら

れ
て
い
な
い
）

Ｑ
３

自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
は
？

―
羽
衣
チ
ョ
ー
ク
の
所
有
本
数
で

は
、
だ
れ
に
も
負
け
な
い
・
小
言
の

ネ
チ
ネ
チ
度

Ｑ
４

自
分
の
生
き
が
い
は
？

―
生
徒
た
ち
と
関
わ
れ
る
時
間
が

あ
る
こ
と
（
共
に
関
わ
れ
る
こ
と
）

Ｑ
５

生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら
何
に

な
り
た
い
？

―
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
（
Ｘ
―
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
み
た
い
な
）

Ｑ
６

生
徒
に
一
言

―
『
理
不
尽
に
耐
え

る
忍
耐
力
を
！
』

井
上
先
生
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

部
員
の
私
的

な
コ
ラ
ム

皆
さ
ん
マ
ン
ボ
ウ
を
知
っ
て
ま
す

か
？
マ
ン
ボ
ウ
は
海
に
住
む
フ
グ
の

仲
間
で
す
。
こ
の
前
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
マ
ン
ボ
ウ
に
関
す
る
興
味
深

い
話
を
見
つ
け
た
の
で
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

興
味
深
い
話
と
い
う
の
は
マ
ン

ボ
ウ
の
死
因
に
つ
い
て
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
出
回
っ
て
い
た
マ
ン

ボ
ウ
の
死
因
、
そ
れ
ら
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
。

①
海
水
の
塩
分
が
肌
に
し
み
て
死

亡

②
近
く
に
い
た
仲
間
が
死
亡
し
た

シ
ョ
ッ
ク
で
死
亡

③
日
に
当
た
っ
て
い
た
ら
鳥
に
突

か
れ
て
死
亡
ｅ
ｔ
ｃ
・
・
・
。

す
べ
て
紹
介
す
る
の
は
厳
し
い
の

で
、
こ
の
３
つ
に
し
て
お
き
ま
す
が
、

私
が
見
た
だ
け
で
も

個
ほ
ど
あ

14

り
ま
し
た
。
暇
が
あ
れ
ば
調
べ
て
み

た
ら
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

さ
て
、
今
回
は
こ
の
３
つ
の
死
因
に
つ

い
て
嘘
か
本
当
か
を
検
証
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
①
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
完
璧

に
デ
マ
で
す
ね
。
塩
分
無
理
な
ら

海
に
住
め
ま
せ
ん
。
全
滅
し
ま
す
。

次
に
②
に
つ
い
て
、
こ
ち
ら
も
デ

マ
で
す
。
マ
ン
ボ
ウ
は
縄
張
り
意
識

が
強
く
、
新
し
い
仲
間
が
加
わ
る
と

相
手
の
邪
魔
を
し
ま
す
。
よ
っ
て
、

個
体
が
減
る
こ
と
に
対
し
て
ス
ト
レ

ス
は
感
じ
ず
、
む
し
ろ
増
え
る
こ
と

に
対
し
て
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
の

で
、
ま
ず
仲
間
が
死
ん
だ
こ
と
に
シ

ョ
ッ
ク
は
受
け
ま
せ
ん
し
、
そ
の
上

死
ぬ
こ
と
は
有
り
得
ま
せ
ん
。

最
後
に
③
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
本

当
で
す
ね
。
マ
ン
ボ
ウ
は
よ
く
水
面

に
浮
か
ん
で
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
ま
す

(

ま
る
で
死
ん
だ
魚
の
よ
う
に)

。
そ

ん
な
時
、
鳥
に
狙
わ
れ
て
死
ん
で
し

ま
う
こ
と
が
実
際
に
あ
る
そ
う
で

す
。マ

ン
ボ
ウ
の
死
因
に
つ
い
て
ま
こ

と
し
や
か
に
語
ら
れ
る
噂
は
本
当

の
こ
と
も
あ
れ
ば
嘘
の
内
容
の
も
の

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
な
に
も
マ
ン

ボ
ウ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
流
れ
る
情

報
を
正
面
か
ら
信
用
す
る
の
で
は

な
く
、
嘘
か
本
当
か
を
見
極
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
ね
。
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連載小説

第2話 時津 奏太

「任務部って何？」

真が問うと、

「その名の通り、任務を遂行する部活

なのでぇあーる」

健太が威張った。

「そうなのであるな。因みに、部室は？」

「……」

「…じゃあ、顧問の先生は？」

「……」

「部員は…」

「ぜーーーーーんぶ無い！！」

健太がドヤ顔をした。真が席を立った。

「いやあちょっち待って。何人か入るっ」

「いや、人を呼び止める時に噛む奴に

『部員入るっ』って言われてもなぁ…」

「お前いつからそんなに冷たくなったん

だＹО！」

そこから１０分間の論争を超えて、引

きずられて屋上に連れていかれた真

は、どうにかしてこけさせることはでき

ないか、と考えていた。屋上には、３人

の男がいた。１人目は水岡聡。長身で

ジャージを羽織っている。２人目は島村

伸一郎。名前の割には小柄だ。流行に

乗りそうな顔をしている。３人目は二条

平楼。今時のキラキラネームだ。因み

に、真はこういうのは嫌いである。

この５人が紡ぐSTORY……果たし

て、暖かくなるのか…そもそも真は部

活に入るのか…。

Coming soon……?

井上先生近影

VOL.2 文化の違い

ここではホストファミリーとの出会い、現地校での初日について

書きたいと思います。

極度の緊張感の中、僕たちはホストファミリーと対面しました。

僕が出会ったホストファミリーはいかにも優しそうな夫婦でした

（出会った瞬間の感情です…）。そして、 これから3か月を過ごす

家へ向かいました。

家のドアを開けると、そこで待ち構えていたのはホストファミリー

の子供たちでした。僕がスーツケースを部屋に入れるまでに少な

くとも5回“Let’s play LEGO!”と言っていました。最初のうちは

子供ってこんなもんだろうと思

っていましたが、この子供達は

僕の想像をはるかに超えてい

ました…。

夕食ができるまでの時間は

ずっとレゴ（３時間ぐらい）。そし

て食後は皿洗いで１時間（大

家族だから量が多い(笑)）。それから今度はplaymobil（小さいブ

ロックをつなげて車などを作れるおもちゃ、要するにレゴと一緒

…）を３時間。自分の部屋に戻れたのは１１時過ぎでした（もちろん

自分の荷物は開けてすらいない）。ようやく寝たのは２時過ぎ。（カ

ナダではそれが普通なのか？）

翌日、1月6日水曜日。もちろん学校があるというハードスケジュ

ール。ホストファミリーに送ってもらい、学校へ。そこで現地の受け

入れ団体の人と学校に通う日本人の先輩、同じ学校になった西

大和生４人と合流。 校舎の案内を受けて、１時間目終了のブザ

ー。そして現地団体の人からの衝撃的な一言「それじゃ、春休み

まで頑張ってねー」。僕たちは唖然としたが、 急がなければ最初

の体育の授業に遅れてしまう。道行く人に体育館までの道を聞

き、なんとかたどり着いた。こんな形でいきなりカナダでの学校生

活が始まりました。（授業の様子はまた次回書きます）

今まで書いたように、 とても順調とは言えない滑り出しをした

僕の留学生活。

次回は学校生活前半戦、VOL.3 Semister1 です。


